
 

 

 

 

 

  

 

４年生の国語の学習時間の様子です。 

授業の前半は 

新出漢字の学習をしていました。 

筆順通りに書けるようになるために 

ドリルの上や空中で指を動かし 

何度も筆順通りに書く練習を 

していました。 

新出漢字の学習を終えた後は 

作文の学習です。 

「ぼく・わたしの大切なもの」という 

テーマで作文を書いていました。 

 

筆順を確かめたら 

次はその漢字を使った熟語を確認しました。 

「民」という漢字を学習した時は 

子どもたちから 

「民話」「町民」「住民」などの熟語を 

知っているという声があがっていました。 

その後はドリルでしっかりと練習です。 

どのように文章を書いたら 

読み手に伝えたいことが伝わるのか？ 

 

子どもたちは真剣に考えながら一生懸命 

作文に取り組んでいました。 


